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巻頭言

お知らせ

ぱれっと情報（広島県立生涯学習センターからのお知らせ）
　【トピックス】…前号（10/１）以降のＨＰ新着情報
　【情報提供】　…学習プログラムの紹介，視聴覚教材の利用等
リンク集

　【広島県教育委員会関連】…広島県教育委員会関連の今月の情報
　【広島県立施設】…広島県立施設等の今月のイチ押し情報等

　【文部科学省関連】…文部科学省関連の今月の情報
編集後記
· 巻頭言■
　『気がつけば，もう降りる駅』

現在開催中（10月27日から11月9日）の第64回読書週間の標語です。通勤・通学途中で読書に集中している姿が想像でき，多くの方が自分にも思い当たるよくできた標語だと思います。

読書週間は，終戦の２年後（昭和22年），戦火に傷ついた国土復興の最中，「読書の力によって，平和な文化国家を創ろう」のスローガンのもと，公共図書館と図書販売関連業者，マスコミ機関等の協力により開催されました。

それから60数年が過ぎ，我が国は世界有数の図書出版数を誇る国となりました。しかしながら，青少年の読書習慣の低迷等の課題も山積しています。第55回学校読書調査報告では，中・高校生の平均読書冊数がやや回復傾向にあるが，月に1冊も本を読まない高校生が約半数あることを報告しています。

読書は，言葉や心を豊かにし，知識を蓄え，考える力を伸ばす活動です。心も体も大きく成長する時期に，本から遠ざかる環境に青少年を置いてはいけません。

子どもたちにとって読書がどれだけ重要なことかを多くの方々が認識しています。そして草の根的な活動が様々な場所で展開されています。私が教育事務所生涯学習課に勤務していた時，読書ボランティアの方々を対象としたブックトーク研修会を開催したところ，定員の倍以上の参加希望があり，急遽，もう一講座開催した経験があります。

学校においても，朝の読書運動等様々な取組が進められていますが，社会教育の現場も，読書の推進には重要な役割を担っています。それは，図書館はもちろんですが公民館等の社会教育施設においても取組の可能性が十分に存在していると思います。この読書週間をきっかけに，取組を始めてみてはいかがでしょうか。

参考HP：読書推進運動協議会HP　

→　http://www.dokusyo.or.jp/jigyo/dokusyo/top.htm
（ポップや栞等の素材集も掲載されています）

　所長　新田　憲章　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■お知らせ■
· 広島県立生涯学習センター研修案内
当センターでは，市町の職員やボランティア，コーディネーターを対象と
する様々な研修を実施しています。

　また，家庭教育支援，地域づくりなどの地域課題に対応したテーマで市町が実施する研修を，企画段階から支援します。

　研修に役立つ教材の作成や指導者・支援者向けの情報のホームページへの掲載も行っています。是非，御活用ください。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/jigyou/center%20katudou%20naiyou22d.htm#3
■ぱれっと情報■
【トピックス】…前号（10/１）以降のＨＰ新着情報

· 平成22年度学校支援地域本部事業「地域コーディネーター養成講座」報告
学校支援地域本部事業の実質的な運営を担い，学校とボランティア，及び，ボランティア間の連絡調整を行う地域コーディネーターの養成講座を開催しました。

地域コーディネーターをはじめ20名の参加があり，講義や演習，実践交流を通して学び合いました。また，本年度から地域コーディネーターや市町の担当者となられた方との交流も深めることができ，新たなネットワークを構築することができました。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/gakkosien/22nendokenshu/22gakkousienkenshu.htm
　
【情報提供】

· 事例・学習プログラムの紹介

当センターでは，参考になる事業や学習プログラムをテーマや社会教育施設
に分けてホームページで御紹介しています。
「家庭と学校と地域を結ぶ教育の集い」芸北中央公民館

　この教育の集いは，学校，家庭，地域が連携し，地域の教育力の向上に向け継続している事業です。

芸北地域の問題や子どもたち自身の問題，家庭や学校の問題など，今日の教育課題を克服するために研修し，将来を担う芸北地域の青少年の健全な成長を援助します。

公民館職員のコーディネートのもと，学校，保護者と共に地域の方も意見発表を行い，地域の教育力の向上にむけ互いに学び合っています。

　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/kyouikuryoku/jirei%20geihokutudoi.htm
　
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

○１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

  　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【広島県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

　http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　
「おはなし会」

　　＜11月13日（土）・11月27日（土）11:00～11:40＞
　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資料の読み聞かせ・紹介，ストーリーテリング，ブックトークなどを行います。

　　　子どもだけでなく，子どもの読書に関心のある方はどなたでも参加でき
ます。

· 申込み不要・無料
「書庫見学ツアー」
　　＜11月27日（土）15:00～15:40＞

　　　普段は入ることのできない書庫を司書が案内します。

　　　　　　［定員］10名程度（先着順）

　　　　　　※申込み不要・無料
ミニ展示「女性に対する暴力をなくす運動」
　　＜10月19日（火）～11月28日（日）＞

　　　「女性に対する暴力をなくす運動」に関連した資料を展示・紹介します。
人権男女共同参画課との連携展示です。
　　　　　　※申込み不要・無料

資料展示「国民読書年」
　　＜10月５日（火）～12月26日（日）＞
国民読書年に関連して，読み継がれてきた古典作品やロングセラーなどの図書資料を展示・紹介します。

· 申込み不要・無料
ミニ展示「人と地球に優しい住まい」
　　＜11月30日（火）～12月26日（日）＞

　　　環境や地震に対応した住宅づくりなど，住まいに関する資料を展示・紹介します。住宅課との連携展示です。

　　　　　　※申込み不要・無料

★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
　 http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
「平成22年度主催事業の実施について」
　　小学校３年生から中学生までを対象とした自然科学教室などの自然体験活動をNPO法人自然体験活動推進協議会の企画・運営により，年間８事業実施します。

　　事業内容及び参加者の募集等については，既に学校等を通じてリーフレットを配布しています。詳細は，ホームページにも掲載しています。

　　是非御参加ください。
「意欲を育む体験活動推進事業『里山夢体験』の募集について」
　＜12月23日（木）～12月25日（土）２泊３日＞

「人や自然とのふれあいなど様々な体験を通して，今の生活をふりかえり，自分を見つめ，将来への希望や夢をつかもう！」をテーマに，悩みを抱える児童生徒が自立した人間として成長するよう，宿泊を伴う共同生活による体験活動を提供することで，意欲を育み，自主性や主体性を培うための支援を行う不登校児童生徒対象の宿泊体験活動です。
主　　催：広島県立福山少年自然の家（広島県教育委員会）
対 象 者：県内の小・中学校で不登校及び不登校傾向にある小学校１

年生から中学生までの児童生徒25人程度
※原則として保護者同伴
場　　所：広島県立福山少年自然の家
申 込 み：広島県立福山少年自然の家へ直接応募してください。
　　　　 （申込書を御請求ください。）
問合せ先：〒720-0542
　　　　　広島県福山市金江町藁江619-2

　　　　　広島県立福山少年自然の家
　　　　　電話（084）935-7166・ファクシミリ（084）935-7179
★縮景園（℡：082-221-3620）　　http://shukkeien.jp/sitemap.php
菊花展
　＜10月30日（土）～11月14日（日）＞
内  容：広島市近郊の菊づくり愛好家により丹精込めて作られた大菊，懸崖（けんがい）等の菊作品を，清風館周辺及び芝生広場に展示します。

場　所：清風館前芝生広場
菊見茶会
　＜11月３日（水・祝）10:00～15:00＞
場　　所：本席（清風館）　　　　　　…薄茶

　　　　　野点席（清風館前芝生広場）…ぼてぼて茶

担当流派：上田宗箇流和風会
　　茶　　券：本席800円，野点席600円

· 文化の日のため，入園料は無料です。

そてつのコモ巻き
　＜11月５日（金）9:00～＞
内　　容：毎年立冬の時期に行います。（今年の立冬は11月７日）

　　　　　　園内の38本のそてつに「コモ」を巻き，冬の寒さに備えます。

　　　　　※雨天決行　　　　　
もみじ茶会
　＜11月14日（日）9:30～15:00＞
内　　容：煎茶の茶会です。清風館席，明月亭席など，園内各所が会場になります。

担当流派：煎茶道三癸亭賣茶流
　　茶　　券：各一席500円
入 園 料：一般250円，高・大学生150円，小・中学生100円

※11月１日～11月７日は，ひろしま教育ウィーク期間中のため，小・中・高校生は入園料無料です。
★広島県立美術館（℡：082-221-6246）　http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
特別展
「愛のヴィクトリアン・ジュエリー展－華麗なる英国のライフスタイルー」

＜９月30日（木）～11月28日（日）＞

　　19世紀近代ヨーロッパ及び近代日本の宝飾文化の基となったイギリス19世紀ヴィクトリア朝時代のアンティーク・ジュエリーを中心に，英国王室のライフスタイルに焦点を当て，その近代ロイヤル・ファミリー文化について，アフタヌーン・ティーの習慣からロイヤル・ウエディングを彩る結婚指輪や衣装までを展示します。
　所蔵作品展
彫刻展示スペース　
「彫刻家　小平胖可（こだいらゆたか）」
　　＜10月26日（火）～１月30日（日）＞
長年，身体像に取り組み続けた小平胖可（1944-2003）。広島では30年にわたり，後進の育成にも尽力しました。代表作《カイツブリの郷岸》を含む約10作品を御紹介します。
第１室　　　
　　「マン・レイとマルセル・デュシャン」

　　＜10月26日（火）～１月30日（日）＞
‘美術’の概念を大きく変革したデュシャンとその親しい友人であったマン・レイ。二人の‘ふざけあい’にも見える創作行為の跡を写真で追います。
第２室　
「没後60年　日本の印象派・南薫造の軌跡」

　　＜10月26日（火）～１月30日（日）＞

　　　自然の美を描き続けた安浦町出身の画家・南薫造の没後60年にあたり，約半世紀に及ぶ画業の全貌を，風景画を中心に回顧します。
第３室　
「旅への憧憬」
＜10月19日（火）～12月５日（日）＞
画家たちは新たな表現を求めて，日本各地，さらには海外にまで目を向けていきます。旅への憧れを感じさせる日本画をお楽しみください。
第４室　　

　　「漆芸家・六角紫水とのその時代」

　　＜10月19日（火）～１月23日（日）＞

　　　六角紫水と，交流があった人々や同時代の芸術家たちの作品を通して，紫水の生きた明治から昭和という時代を垣間見たいと思います。
★（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）

　　http://www.harc.or.jp/
　平成22年度「ひろしまの遺跡を語る－古墳時代の暮らしと心－」

＜23年１月８日（土）10：00～16：00＞
　　中国横断自動車道尾道松江線建設事業に伴う発掘調査をはじめ，近年の広島県内の調査などを通して，古墳時代のムラとマツリを探ります。

　　会　　場：広島県民文化センター　多目的ホール

　　　　　　　広島市中区大手町１-５-３

　　　　　　※開場は9：30

　　10：00～10：10　開会行事

10：10～10：50　発表Ⅰ「鉄が語るムラ」　　

主任調査研究員　岩本　芳幸
10：50～11：30　発表Ⅱ「ものに託す願い」　
　　　　　　　　　　調査研究員　山田　繁樹

11：30～12：10　発表Ⅲ「土器副葬と死後観」
　　　　　　　　　　主任調査研究員　梅本　健治

12：10～13：00　休憩
13：00～14：30　基礎講演「安芸・備後の古墳と古代国家形成」
　　　　　　　　　　岡山大学大学院教授　松本　武彦氏

14：30～14：40　休憩
14：40～15：50　シンポジウム
コーディネーター　

広島大学大学院教授　古瀬　清秀氏

パネラー

松本氏，調査研究発表者３人

15：50～16：00　閉会行事

　　　　※ロビーでの出土品見学は9：30～16：30

　　　　※入場料無料，申込不要　　
★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　
第５回文化財講座「広島の神楽」

　　＜11月13日（土）15:00～17:00＞
　　　広島の神楽の特徴と歴史的背景などについて，事例を多数紹介しながら，分かりやすく解説します。

　　　講　師：三村　泰臣（広島工業大学　教授）
第６回ふどきの丘体験教室「土器・ハニワを焼こう」
　　＜11月20日（土）10:00～15:00＞
· 第２回目参加者対象（見学は参加自由），参加費無料

　秋の特別企画展「祭礼に舞う－広島の舞楽・能楽・神楽－」
　　＜10月１日（金）～11月21日（日）＞
　　　入館料：一般500円（400円）高・大学生380円（300円）

小・中学生250円（200円）
※（　）は20名以上の団体料金
歴史民俗展示「三次のトラディショナルスイーツ－泡雪の歴史－」
　　＜９月17日（金）～12月26日（日）＞
　　　江戸時代まで起源がさかのぼる三次の銘菓「泡雪」の歴史や，江戸時代後期から盛んになる和菓子の歴史をひもときながら，これまでほとんど明らかにされていなかった江戸時代から近代・現代にいたるお菓子の歴史をたどります。
特別企画展記念イベントⅡ「神楽公演in風土記の丘」
　　＜11月６日（土）10:00～15:00＞
　　　伝統ある県内の神楽団を招待し，特別舞台で上演される神楽を鑑賞していただきます。

展示解説会
秋の特別企画展「祭礼に舞う－広島の舞楽・能楽・神楽－」

　　　＜11月７日（日）13:00～14:00＞
歴史民俗展示「三次のトラディショナルスイーツ－泡雪の歴史－」
　　　＜11月14日（日）13:00～14:00＞
秋の特別企画展「祭礼に舞う－広島の舞楽・能楽・神楽－」

　　　＜11月21日（日）13:00～14:00＞
歴史民俗展示「三次のトラディショナルスイーツ－泡雪の歴史」
　　　＜11月28日（日）13:00～14:00＞
　　
★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
　

　企画展示室

　　秋の企画展「幕末の動乱と瀬戸内海」

　　＜10月15日（金）～11月23日（火・祝）＞　

　　　外国船の来航，洋式船の登場，激動する社会，長州戦争，そして明治維新。幕末の動乱期において瀬戸内海を舞台にして何が起こったのか，そしてその動乱の中で生きた人々の姿を紹介します。坂本龍馬の手紙や，最近発見された「いろは丸」と考えられる洋式船の絵など多くの資料を展示します。
※企画展の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般700円（560円），高・大学生520円（410円）
小・中学生350円（280円）
（　）は前売・団体20名以上
エントランス

企画展関連行事
　　「ワークショップ」

　　＜11月３日（水・祝）・６日（土）・７日（日）・13日（土）・14日（日）・20日（土）・21日（日）・23日（火・祝）9:00～16:30＞

　　　テ ー マ：「ペーパークラフトの蒸気船に塗り絵をしよう」

※参加費無料

※開催期間中は，自由に参加できます。
　企画展示室

企画展関連行事

「展示解説会」
　　＜11月６日（土）13:30～14:30＞

　　　テ － マ：企画展「幕末の動乱と瀬戸内海」から「長州戦争」を中心に
　　　講　　師：西村　直城（広島県立歴史博物館主任学芸員）
※企画展の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般700円（560円），高・大学生520円（410円）
小・中学生350円（280円）

（　）は前売・団体20名以上
「展示解説会」
　　＜11月21日（日）13:30～14:30＞

　　　テ － マ：企画展「幕末の動乱と瀬戸内海」から

　　　講　　師：西村　直城（広島県立歴史博物館主任学芸員）
※企画展の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般700円（560円），高・大学生520円（410円）
小・中学生350円（280円）

（　）は前売・団体20名以上　
　福山城博物館他
　企画展関連行事
　　「展示解説・現地見学会」（福山城博物館共催）
　　＜11月14日（日）10:00～12:30＞（少雨決行）
　　　テ － マ：「長州藩福山城攻撃の史跡めぐり」

　　　講　　師：西村　直城（広島県立歴史博物館主任学芸員）

井上　節子（福山城博物館）
　　　内　　容：当館企画展展示解説後，現地見学（福山城赤門，小丸山，福山城天守閣）を行い，福山城博物館秋季特別展展示解説を行います。
      募集人員：30名（事前申込み受付中）
※当館企画展・福山城博物館秋季特別展入館料が必要です。
通史展示室
　　平成22年度スポット展示
「足踏式回転脱穀機」
　　＜10月１日（金）～11月25日（木）＞

　　　足踏式回転脱穀機は，江戸時代から続くセンバに替わり，大正時代から昭和時代前半にかけて脱穀の道具として活躍した道具です。

　　　今回のスポット展では，この足踏式回転脱穀機の変還を，広島県内の調査事例をもとに紹介します。　　
　　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上
スポット展示解説会
　　＜11月７日（日）13:30～14:30＞

　　　テ － マ：スポット展示「足踏式回転脱穀機について」から

　　　講　  師：三枝　健二（広島県立歴史博物館主任学芸員）
　　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上
平成22年度スポット展示
「三原城城壁文書」
　　＜11月26日（金）～１月27日（木）＞

　　　三原城の紙壁の裏に貼られていた文章である「三原城城壁文書」の中から，数点の文書を紹介します。　　
　　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上
　広島県立博物館

草戸千軒Ⅰ展示室

創作邦楽劇「草戸千軒絵巻」（博物館友の会共催）
　　＜11月13日（土）11:00～12:00＞
　　　子どもたちが草戸千軒の楽しい秋祭りの一日を笛や鼓の調べにのせて再現します。
　　　出　　演：福山市立光小学校の皆さん　ほか
　　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上
　広島県歴史民俗資料館

敷地内

こども博物館まなびの教室
　　＜11月20日（土）10:00～16:00＞

　　　テ － マ：「土器を焼こう」
　　　内　　容：７月18日に行った，こども博物館教室まなびの教室「弥生土器をつくろう」の参加者が，県立歴史民俗資料館の土器づくり体験教室参加者とともに，製作した土器の野焼きを行います。
※見学は自由に行えます。
· 広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
「第２回　地域スポーツクラブフェスタin広島」

　＜11月３日（水・祝）9：00～16：00＞
会　　場：広島県立総合体育館（広島グリーンアリーナ）

内　　容：日頃の練習の成果と相互の交流の場としてソフトバレーボール大会やフリーマーケット，そば打ち体験会，物産展を行います。

そば打ち体験会は，先着10組様ですので，早めのお申し込みをお願いします。
　　　　　　多くの皆様の御参加をお待ちしております！
　　　　　　※詳しくは広島県立総合体育館ホームページを御覧ください。
　　http://www.sports.pref.hiroshima.jp/
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
行政文書古文書保存管理講習会
　＜11月19日（金）＞
　　趣　　旨：「公文書館法」の趣旨にのっとり，歴史資料として重要な公文書等の保存・利用に関して，市町の文書事務取扱者や関係者の業務に資するため，開催します。

　　主　　催：広島県立文書館
　　　　　　　広島県市町公文書等保存活用連絡協議会（広文協）
会　　場：広島県情報プラザ第１研修室，広島県立文書館研修・会議室，荷解整理室

対 象 者：（１）市町行政文書担当職員
（２）市町文化財担当職員

　　　　 （３）市町文化財保護委員
　　（４）自治体史編さん担当職員
（５）県立及び市町立図書館の職員　
（６）公文書館及び博物館・歴史民俗資料館等の職員　
（７）各行政委員会文書担当職員　

（８）その他文書館長及び広文協会長が必要と認めた者

　　内　　容：講演会（10：00～12：00）

　　　　　　　公文書管理条例の制定に向けて

－住民から信頼される自治体になるために－
大宮法科大学院大学准教授・弁護士　早川　和宏氏

分科会（13：15～15：30）

〔行政文書分科会〕

　広島県文書管理制度見直しの論点と文書館の具体的基準について

　－ワーキンググループの主要論点・選別収集基準・利用除外基準－

　　　広島県立文書館　神原　真一

〔古文書分科会〕

　虫損資料のリーフキャスティングによる修復（実習を含む）

　　　久保清風堂　久保　隆史氏・久保　義宗氏

【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省 http://www.mext.go.jp/
　
· 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
　　http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
· 国立三瓶青少年交流の家 http://sanbe.niye.go.jp/
文部科学省委託事業「平成22年度青少年体験活動総合プラン」
「学校長期自然体験活動指導者養成研修会」

＜11月19日(金)～11月21日（日）＞
新しい学習指導要領の下，文部科学省がすすめる小学校の長期自然体験活動（１週間程度）を支援するため，長年体験活動に携わってきた青少年教育施設の教育機能を活かして，その指導者の養成事業を行います。

参加対象：青少年教育関係者，学校教育関係者，その他自然体験活動に興味・関心のある方で，小学校の長期自然体験活動の全体指導者（18歳以上）として，活動・協力する意思のある方　20名
受 講 料：3，850円　部分参加もできます。

　　　　※研修経過を修了された方は，独立行政法人国立青少年教育振興機構より修了証が発行され，「全体指導者」として登録されます。
文部科学省委託事業
「平成22年度青少年体験活動総合プラン（子ども・若者育成支援のための体験活動推進事業）」
中国ブロック青少年体験活動フォーラム
＜12月４日(土)～12月５日（日）＞
この事業は，青少年の体験活動を推進していくための実践的な研修協議や実践交流を図る事業であり，体験活動の有効性を発信していきます。

以下のような内容で行いますので，青少年教育や青少年の体験活動に興味・関心のある方，体験活動に参加してスキルアップを目指したい方など，たくさんの御参加をお待ちしております。
体験活動の大切さについて，一緒に考えてみませんか？

長期宿泊体験に向けて，すぐに役立つ体験活動を学んでみませんか？

三瓶を舞台に，楽しいプログラムを体験してみませんか？

　　内　　容：基調講演「人間力を育む体験活動の３Ｈ（ヘッド・ハート・ハンド）
　　　　　　　　　國學院大學　人間開発学部長　新富　康央氏

　　　　　　　講話「青少年体験活動の動向について」

　　　　　　　　　東京学芸大学名誉教授　児島　邦宏氏

　　　　　　　事例発表　中国ブロック国立施設

　　　　　　　分科会

①事例研究「長期集団宿泊活動を推進するための方策」

事例発表者　島根県出雲市立今市小学校

島根県立少年自然の家

②講話と実践活動

「自然を楽しもう～自然体験学習の指導と技術」

　　　　　　　  　　自然教育研究センター主任研究員　古瀬　浩史氏

③講話と実践活動

「人間関係作りに役立つ体験活動とファシリテーション　　その意味と方法」

　　　　　　　　　　玉川大学学術研究所　

心の教育実践センター主任代理　難波　克己氏

④講話と実践活動

「学校の授業や学びに役立つ自然系博物館の活用」

島根県立三瓶自然館研究員　星野　由美子氏
場　　所：国立三瓶青少年交流の家・島根県立三瓶自然館サヒメル
参 加 費：3,650円　部分参加もできます。

· 詳細は，ホームページで御確認ください。

· 国立江田島青少年交流の家 
ホームページの改訂について

　より詳しく，より利用しやすいホームページに改訂しました。

　是非御覧ください。http://etajima.niye.go.jp/
「フェスティバル江田島」の開催について
＜11月14日(日)＞
国立江田島青少年交流の家をメイン会場として，「フェスティバル江田島2010」を開催します。ステージ部門では，江田島市内小・中学校の金管バンドや吹奏楽，地元和太鼓クラブによる演奏などが行われます。

また，その他にも，カキを使ったオリジナル料理が試食できる「江田島とびきりＥ（えー）グルメ」のコーナーや，子どもたちが楽しく遊べる「子どもプレイゾーン」，海の生き物とふれあうことのできる「海の不思議探検コーナー」など，大人も子どもも楽しめるイベントが盛りだくさんです。

　　どうぞみなさん，お誘い合わせの上御来場ください。

「研修プログラムの安全管理」

　カッター研修など当施設の危険性のある研修プログラムは，実施の可否基準を設けるとともに，事前の安全指導をするなど，研修生により安全に活動していただけるような配慮をしております。

なお，安全管理については，利用団体の皆様にも役割分担をしていただくプログラムとしておりますので，御協力をお願いいたします。　
「カッター研修の有料化について」

　逼迫する財政状況の改善を図るため，４月１日よりカッター研修を有料としました。御利用を予定されている団体には御迷惑をおかけいたしますが，御理解の程よろしくお願いいたします。
　

　http://etajima.niye.go.jp/pdf/osirase/01-220303jyuekisha.pdf
　
★国立吉備青少年自然の家　http://kibi.niye.go.jp/　
子どもゆめ基金オープンドリーム事業

－「吉備の森アドベンチャーキャンプ」－
＜12月11日（土）・12月12日（日）12月18日（土）・12月19日（日）＞
内　　容：自然体験活動

　　　　　ツリーイング，カッター，火起こし体験（ツイストケーキ），クラフト
会　　場：国立吉備青少年自然の家

対　　象：自然体験活動に関心のある元気な家族（子どもだけの参加は不可）
※ツリーイング及びカッターは，５才未満のお子様は実施できない場合があります。
※カッター活動では，小学校低学年の場合，親子でペアになって乗船してください。

　　募集人員：各60名
※応募者多数の場合は先着順となります。
参加費：中学生以上2，800円　小学生2，750円　４才以上2，130円
　　　　　４才未満650円

申込方法：参加希望者は，参加申込書（ホームページからダウンロード）に必要事項を記入し，90円切手を貼った返信用封筒（宛名明記）を同封の上，郵送にてお申し込みください。ただし，先着順ですので，空き状況をお問合せの上，お申し込みください。
締切り：11月19日（金）17：00（先着順）

　　　　　11月26日（金）17：00（先着順）
申込み・問合せ先
　　　独立行政法人国立青少年教育振興機構

国立吉備青少年自然の家　子どもゆめ基金オープンドリーム事業
「吉備の森アドベンチャーキャンプ」係
　　　〒716-1241　岡山県加賀郡吉備中央町吉川4393-82
　　　電話　　　　　0866-56-7232
ファクシミリ　0866-56-7235
　　　電子メール　　kibi-senmon@niye.go.jp
詳しくは開催要項を御覧ください。

· 国立山口徳地青少年自然の家　http://tokuji.niye.go.jp/
｢星をみる会－徳地の夜空は満天の星－｣

＜11月６日(土) 19:00～＞
　主な観測内容：木星，星雲・星団，天の川

＜11月20日(土) 19:00～＞
　主な観測内容：木星，月

＜11月27日(土) 19:00～＞
　主な観測内容：木星，天王星，海王星

街明かりの少ない立地・自然条件を活かし，御家族やグループの皆様に夜空に輝く星々の美しさを感じていただく天体観察会を行っています。

当施設が有する山口県下最大の天体望遠鏡（反射鏡510ｍｍ）を活用し，宇宙の神秘や魅力に迫ります。

いずれの回も，荒天の場合は室内で「星の話」等を行います。
· 無料

｢森の手作り教室｣

＜11月15日(月)・11月16日(火) 10:00～＞
・つる細工
森で集めた「つる」で，かごやリースを作ります。
· 要申込み・参加費1，000円（食費を含む）

｢石風呂体験会｣

＜11月26日(金)13:00～＞
その昔，焼失した東大寺大仏殿の再建に徳地の材木がつかわれました。その指揮にあたった俊乗房重源（しゅんじょうぼうちょうげん）は，材木切り出しに従事した人々の疲れを癒すため，石風呂を作ったと伝えられています。石風呂は現代でいうサウナのようなもので，当施設では，ドーム状の石風呂を再現し多くの利用者に体験していただいています。
· 要申込み・参加費100円
★放送大学　http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■
今年は猛暑が続き，秋もつかの間，冬の訪れが間近のように感じます。
　さて，10月24日（日），高校生を対象とした「パイオニアスピリット実践セミナー」の第４回（最終回）セミナーを広島県情報プラザで開催しました。受講した高校生一人一人が，セミナーをふり返っての発表を行いました。
自分の発表が始まるまでは，ドキドキした様子でしたが，いざ，本番になると，さすが高校生です。自分の考えを自分の言葉でしっかり伝え，堂々とした発表でした。発表内容は講師の講話から学んだこと，仲間とともに企画・運営する中でともに成長したこと，自分自身の変容などでした。自らの経験に基づいた発表で，説得力がありました。
高校生がこのセミナーで得た数々の経験は，貴重な宝物になったことでしょう。この宝物をこれからしっかり輝かせ，自分の夢や目標を実現するために，一歩一歩進んでいってほしいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　小早川　かおり　
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